
　
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

現
状
の
平
戸
市
内
部
の
観
光
実
態
を

多
く
の
組
織
と
連
携
し
、
把
握
、
分
析
す

る
こ
と
で
、
平
戸
市
の
強
み
や
弱
み
を
認

識
し
、
他
市
と
比
べ
て
観
光
地
と
し
て
の
サ

ー
ビ
ス
や
地
域
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
把
握
す
る
こ
と
で
、「
観
光
地
と

し
て
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
す
」
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
を
「
地
域
へ
の
誇
り
と

愛
着
へ
つ
な
げ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
地
域

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
戦
略
を
着
実
に
実
施
す
る

た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し

て
調
整
機
能
を
備
え
た
法
人
を
作
り
上
げ

る
事
業
で
あ
る
。

　
　

全
国
的
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
総

額
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
本
市
の
寄
附
額

は
減
少
し
て
い
る
。
平
戸
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
考
え
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

本
市
と
し
て
は
、
返
礼
品
競
争
に
く
み

す
る
の
で
は
な
く
、
本
市
に
寄
附
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
と
の
「
縁
」
を
大
切
に
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
面
で
本
市

を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
働
き
か
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

少
し
で
も
平
戸
市
に
目
を
向
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、「
返
礼
品
の
質
を
上
げ
る
こ

と
」、「
ふ
る
さ
と
納
税
の
適
切
な
使
い
道
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
」
な
ど
、
今
後
と
も
地

道
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

市
民
生
活
に
直
結
す
る
部
署
の
10
連

休
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

病
院
や
教
育
保
育
施
設
に
関
し
て
は
、

患
者
さ
ん
や
施
設
利
用
者
へ
の
事
前
の
周
知

に
よ
り
混
乱
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

ご
み
処
理
施
設
は
平
日
と
変
わ
ら
ず
運
営

し
た
。

　
　
　

病
院
や
教
育
保
育
施
設
等
、
市
民

へ
直
結
す
る
部
署
に
関
し
て
は
、
「
安
心
安

全
な
ま
ち
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
特
に
病

院
施
設
に
お
い
て
は
公
立
で
あ
る
意
味
も

含
め
、
今
後
、
長
期
連
休
の
場
合
の
対
応

を
検
討
す
る
よ
う
に
。

井
元　

宏
三
（
大
地
の
会
）

●
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

●
10
連
休
の
市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て

QQQQQ

QQ
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高
齢
化
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
２
０
２
５
年
問
題
に
対
し
、
行
政
と
し
て

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

平
戸
市
の
高
齢
化
率
は
２
０
２
５
年
に

43
・
６
％
と
推
計
さ
れ
、
高
齢
者
施
策
の

充
実
・
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
各
種
高
齢

者
団
体
、
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
等
の

関
係
団
体
と
連
携
し
、
推
進
し
て
い
る
。

　
　

本
市
の
介
護
職
人
材
確
保
に
対
し
て

心
配
は
な
い
の
か
。

　
　

本
市
の
２
０
２
５
年
度
の
介
護
職
不

足
数
は
約
３
０
０
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
深
刻
な
介
護
職
の
不
足
や
高
齢
化

を
見
据
え
、
平
成
30
年
度
か
ら
25
歳
以
下

の
人
が
介
護
事
業
所
に
就
職
し
た
場
合
に

賞
賜
金
５
万
円
を
交
付
し
、
ま
た
３
年
以

上
在
職
し
、
介
護
福
祉
士
や
介
護
支
援
専

門
員
等
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
に
も
賞

賜
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
の
確

保
と
定
着
な
ら
び
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
一
年

に
30
人
の
確
保
が
必
要
と
な
る
の
で
、
介

護
職
養
成
校
や
短
大
、
高
校
等
と
平
戸
市

へ
の
就
職
の
確
保
に
向
け
連
携
に
努
め
る
。

　
　

高
齢
者
の
生
活
で
は
、
独
居
者
の
見

守
り
や
認
知
症
問
題
も
心
配
だ
が
、
サ
ポ

ー
ト
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

本
市
の
高
齢
者
数
は
、
４
月
１
日
現
在
、

１
万
２
，２
３
９
人
で
、
う
ち
独
居
者
数
は
３
，

４
６
７
人
、
高
齢
者
夫
婦
の
み
は
４
，３
２

４
人
、
計
５
，５
７
０
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、

高
齢
者
の
約
６
割
を
占
め
て
い
る
。
対
応

と
し
て
は
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
一
緒
に
な
っ
て
夜
間
へ
の
対
応
や
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
貸
与
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
４
月
１
日
で

介
護
認
定
に
当
た
り
、
１
，４
５
２
人
で
12

％
と
な
っ
て
お
り
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
に
お
い
て
は
、
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症

と
い
う
状
況
で
あ
る
た
め
、
現
在
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
し
、
２
，７

９
５
人
を
養
成
し
て
い
る
。
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
の
配
置
や
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
の
設
置
、
認
知
症
カ
フ
ェ
、
権
利
擁
護

支
援
事
業
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
機
器
初
期
設

定
費
用
一
部
助
成
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し

た
個
人
を
特
定
化
す
る
事
業
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

池
田　

稔
巳
（
政
和
会
）

●
高
齢
化
社
会
問
題
へ
の
対
応
策
の
現
状
と

　

今
後
の
方
針
を
問
う

QQQQ AA

QQAA
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意
見

意
見

　
　

住
宅
供
給
が
十
分
で
な
い
地
域
で
は

定
住
を
断
念
し
、
社
会
増
を
取
り
逃
す
こ

と
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
数
字
は
可
視
化
し
に
く
い
の

で
地
域
別
に
人
口
の
社
会
増
減
を
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
　

住
み
た
い
地
区
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
調
査

や
人
口
が
減
っ
て
い
る
地
区
に
注
力
す
る
移

住
定
住
政
策
な
ど
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
上
で
必
要
な
数
値
に
な
る
と
思

う
。
把
握
に
努
め
た
い
。

　
　

本
市
に
は
定
住
を
検
討
す
る
人
向
け

の
お
試
し
住
宅
が
２
軒
あ
る
。
そ
の
延
長

と
し
て
、
市
が
積
極
的
に
空
き
家
を
改
修
し
、

お
試
し
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
賃
貸
や
売
買

と
し
て
も
使
え
る
よ
う
な
多
目
的
な
や
り

方
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

中
古
住
宅
改
修
費
用
支
援
事
業
の
活

用
が
増
え
る
よ
う
努
め
、
空
き
家
の
賃
貸

活
用
を
促
す
こ
と
か
ら
行
い
た
い
。

　
　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
私
が
平
成
29

年
12
月
議
会
で
、
丹
波
篠
山
市
の
取
り
組

み
な
ど
、
各
種
案
を
示
し
た
が
検
討
を
進

め
て
い
る
か
。

　
　

ま
だ
手
が
回
っ
て
い
な
い
。

　
　

購
入
に
不
安
の
多
い
中
古
住
宅
市
場

活
性
化
の
た
め
に
建
設
業
界
に
協
力
し
て

も
ら
え
な
い
か
。
中
古
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
す
る
建
設
事
業
者
に
対

し
、
市
が
広
報
費
用
と
モ
デ
ル
ル
ー
ム
運

営
の
た
め
の
経
費
の
一
部
を
負
担
す
る
事
業
。

　
　

大
変
参
考
に
な
る
。
い
い
提
案
だ
と

思
う
の
で
、
建
設
業
の
組
織
、
団
体
に
呼

び
か
け
て
み
た
い
。

　
　

平
成
30
年
12
月
の
一
般
質
問
で
、「
ま

ち
協
の
皆
さ
ん
の
人
脈
を
使
っ
て
ふ
る
さ
と

納
税
を
募
集
し
、
成
果
に
よ
っ
て
一
定
の
見

返
り
を
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
、
前

向
き
な
答
弁
を
も
ら
っ
た
。
今
年
末
に
準
備

は
整
う
か
。

　
　

議
員
よ
り
提
案
を
受
け
、
制
度
設
計

を
進
め
て
い
る
。
制
度
導
入
を
希
望
す
る

ま
ち
協
と
市
で
業
務
契
約
を
交
わ
し
、
寄

附
に
賛
同
す
る
方
を
本
市
ふ
る
さ
と
納
税

特
設
サ
イ
ト
に
誘
導
し
寄
附
を
申
し
込
ん

で
い
た
だ
く
。
寄
附
額
の
実
績
に
応
じ
て
ま

ち
協
に
手
数
料
を
支
払
う
と
い
う
流
れ
を

想
定
。
こ
の
内
容
を
固
め
た
後
、
７
月
に

開
催
予
定
の
ま
ち
協
担
当
者
会
議
で
説
明

し
た
い
。
10
月
の
カ
タ
ロ
グ
刷
新
に
合
わ
せ

て
制
度
運
用
を
始
め
た
い
。　
　

QQQQAA AA

　
　

農
水
商
工
の
雇
用
創
出
の
取
り
組
み

状
況
お
よ
び
新
設
し
た
「
地
域
人
財
対
策

室
」
の
役
割
と
は
。

　

漁
民
か
ら
水
産
学
部
等
が
必
要
と
の
強

い
要
望
が
あ
る
が
。

　
　

地
域
人
財
対
策
室
は
、
人
口
減
少
が

進
む
中
、
未
来
を
担
う
産
業
人
材
の
確
保

を
目
指
し
、
①
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
高

等
機
関
の
誘
致
活
動
、
②
高
校
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ふ
る
さ
と
の
特
有
な
歴
史
、

文
化
・
産
業
な
ど
に
目
を
向
け
、
職
業
意

識
を
芽
生
え
さ
せ
る
課
外
授
業
を
目
的
と

す
る
、
公
営
塾
の
開
設
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

　

水
産
業
に
関
す
る
就
学
（
水
産
学
部
）

の
必
要
性
も
理
解
で
き
、
具
体
的
な
高
等

教
育
の
構
想
に
つ
い
て
、
検
討
の
た
た
き
台

の
草
案
を
取
り
ま
と
め
る
。

　

新
規
就
農
者
数
は
２
０
１
７
年
度
18
人
。

２
０
１
８
年
度
は
６
人
が
就
農
し
た
。
水
産

関
係
の
新
規
就
業
者
（
沿
岸
）
数
は
、
２
０

１
６
年
度
は
４
人
、
２
０
１
７
年
度
は
７
人
。

　

高
校
新
卒
者
の
地
元
就
職
者
数
は
、
昨

年
度
実
績
18
人
（
目
標
が
15
人
）。
地
元
企

業
に
よ
る
合
同
説
明
会
の
開
催
、
地
元
企

業
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
・
配
布
、
商
工
会

議
所
や
商
工
会
な
ど
の
支
援
を
得
た
取
り

組
み
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
連
し
、
農
林
水
産
関
連

分
野
の
雇
用
等
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
る
が
行
政
の
対
応
は
。（
種
子
法
廃

止
に
関
し
て
は
、
20
都
道
府
県
が
復
活
法

案
の
意
見
書
提
出
、
全
農
家
１
，
３
０
０

人
が
東
京
地
裁
に
提
訴
し
て
い
る
）

　
　

漁
民
の
漁
業
権
（
定
置
・
養
殖
等
）

の
優
先
順
位
規
定
を
廃
止
し
、
協
業
化
や

地
域
内
外
の
企
業
の
新
規
参
入
も
認
め
ら

れ
る
。

　
　

今
後
、
制
度
改
正
等
の
説
明
会
の
開
催
。

ま
た
、
広
報
紙
等
で
の
制
度
改
正
な
ど
を

知
ら
し
め
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

　
　

国
の
政
省
令
の
具
体
的
な
内
容
が
示

さ
れ
た
後
に
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　
　

弱
い
立
場
に
あ
る
障
が
い
者
、
特
に
、

精
神
障
が
い
者
が
増
え
て
い
る
現
状
把
握
と

対
応
は
。

　
　

社
会
的
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
精

神
疾
患
が
増
加
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　
　

食
べ
物
が
大
き
く
関
係
し
、
地
域

の
支
援
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。

●
農
水
商
工
の
雇
用
創
出
（
総
合
計
画
の
進
捗
は
）　

●
新
設
「
地
域
人
財
対
策
室
」
の
取
り
組
み　

●
弱
い
立
場
の
障
が
い
者
等
の
課
題
と
対
応
は

QQ

AA

●
組
織
の
垣
根
を
越
え
た
ま
ち
づ
く
り
戦
略

小
山
田　

輔
雄
（
平
伸
会
）

近
藤　

芳
人
（
平
伸
会
）

QQQQQQ AAAA

AA
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